
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２６年度決算 （活動実績・コスト情報・目標到達度）

以下の小学校間で、生活体験を含む交流活動を通して、小規模小学校の児童の豊かな人間性や社会性を育
んだ。

また、地域協働による活動を支援する事で、地域の教育力の向上を図った。
・吉和小学校⇔宮島小学校
地域産業体験（あまご釣り、木工教室）、地域文化体験（子ども神輿体験、灯篭作り）、
地域自然体験（弥山登山、雪体験）、集団宿泊、地域めぐり

年度決算

平成 26

平成 25

担当課名 教育部　生涯学習課

会計

02
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%自分の地域、相手の地域に愛着のある児童の割合

81
85
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活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

保護者アンケートでの満足度 %

活
動

事業実施校 校

H２５
実績値

Ｈ２６
目標値

H２７
目標値
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3,651,890 2,577,562

人117,182人

73 人
107,398
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②
50,026

市民1人当たり 31
①

対象児童（5月1日現在）

0.25 人
434,062

2,970,100 2,143,500
0.35 人

①のうちH25から繰越
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項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

117,680

681,790

対象児童1人当たり
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  総  事  業  費 (A+B)
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    国   庫   支   出   金

  人  件  費  (按 分） B

人口（4月1日現在）

    県　 支　 出　 金

20

根拠法令
条例

個別計画 等

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

廿日市市
チャレンジ学校づくり支

援事業実行委員会
 小規模小学校同士の交流が円滑に行われるよう、学校間や地域等と
の調整を行う。

一般会計

02確かな学力を身につけ、社会をたくましく生きる子どもを育てる

子どもが健やかに育つまちに 項

09
予
算
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実
施
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業
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（
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動
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）

重 点 的 取 組
政 策 目 標

目
的

【対象】誰の（何の）ために

01

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

小規模小学校の3・4年生児
童

 子どもたちが、地域住民による活動の支援を受けながら、普段は体験できない同世
代の子どもたちとの様々な活動や、自然体験、地域の人や伝統文化とのふれあいな
どを行い、豊かな人間性や社会性、規範意識、自ら考えて行動できる力を育む。ま
た、交流を通して、自分の住んでいる地域及び交流相手校のある地域に誇りと愛着
を持つことができる。

事業名

備考

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 教育費
小学校費

・教育基本法
・廿日市市教育振興計画

平成26年度決算①

目

チャレンジ学校づくり支援事業
事業開始年度 平成

宿泊・自然体験活動の実施（チャレンジ学校づくり支援事
業）

681,790

80

H26からH27へ繰越

94

区分 内容 H26決算額

委託料

89

434,062

H２６
実績値

8598
80

434,062

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

チャレンジ学校づくり支援事業実施業務委託料
委託先：チャレンジ学校づくり支援事業実行委員会
　　　　吉和小学校チャレンジ学校支援協議会及び
　　　　宮島小学校チャレンジ学校支援協議会

79


